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1．はじめに  

 塗り絵とは、紙に絵が輪郭だけ描かれており、これに色を塗っ

て埋めていく遊戯のことを言い、現在では教材としても利用され

ている。明治期から塗り絵は子どもの遊戯として普及し、当時の

塗り絵はハガキに描かれた絵に色を塗って送ることで賞金や賞品

がもらえることが子ども達の間で流行した１）。現在では塗り絵は

多様化し、漫画のキャラクターの塗り絵や子ども対象ではない大

人用の塗り絵など様々な塗り絵が出現している。一方、塗り絵は

教材として博物館や自然公園施設などで幅広く利用されている。

また、ひらがなや数字を学ぶための知育塗り絵として一般的に書

店でも教材が出版されている。これらの塗り絵教材が扱われる利

点として、比較的コストがかからないことや、誰でも容易にでき

るといった点が考えられる。教材としての優位性を下記にまとめ

た。 

◯教材としての優位性 

・決まった通りに塗ると、誰でも綺麗に塗れる 

・色にフォーカスできる 

・コストがかからない 

・誰でも容易にできる 

・塗り絵の過程で複雑な形や細かな部分に注目できる 

・子どもにとって楽しく学ぶことができ、集中して取り組める 

・大人でも楽しめる 

特に、色にフォーカスできることや、複雑な形や細かな部分に

注目できることは博物館や自然公園施設などの環境学習の現場で

有効に利用できると考えられる。 

 本研究では、多様化した塗り絵の手法と、塗り絵教材の事例を

調べ、そこから新しい塗り絵教材の開発を行うことを目的とした。

今回は、環境学習の現場での活用を想定し、動物に関する塗り絵

教材開発を行った。そして、どのような活用ができるかについて

の検討を行った。 

 

２．方法 

（１）事前調査 

（ⅰ）多様化した塗り絵の事例調査 

 教材としての塗り絵に限らず、どのような塗り絵があるのかに

ついてインターネット上で公開されているサイトや出版されてい

るものの事例を調査した。 

（ⅱ）博物館や自然公園施設などで扱われている動物関係

の塗り絵の調査 

 博物館や自然公園施設などで扱われている塗り絵をインターネ

ット上で印刷できるサイト及び施設の現地調査を行った。 

（２）教材制作と検証方法 

 事前調査の結果から、多様化した様々な塗り絵の手法と博物館

や自然公園施設で扱われている塗り絵の現状を考慮し、環境学習

の現場で利用できる動物に関する塗り絵を教材として制作した。 

 開発した塗り絵教材を用いた学習プログラムを、大月市の都市

公園、桂川ウェルネスパークにおいて来園者を対象に実施した。

2017年 11月 12日、18日、20日の 3日間行った。また、教育普

及の専門家を対象に教材のアドバイス等のインタビューを行った。 

 

３．結果と考察 

（１）事前調査結果 

（ⅰ）多様化した塗り絵の事例調査 

 インターネット上で公開されている塗り絵と出版されている書

籍の事例を調べ、自由に色塗りをする以外にどのような塗り絵の

手法があるのかについて以下にまとめた。塗る色が指定されてい

るもの、ゲーム性のあるパズル塗り絵などがみられ、他にも紙を

立体的にできるペーパークラフト型の塗り絵が出版されているな

ど、塗り絵が様々な用途に合わせてつくられていることがわかっ

た。 

◯多様化した塗り絵の事例 

・解説付き 

・塗る色が指定 

・パズル塗り絵 

・大人の塗り絵 

・紙芝居 

・カレンダー塗り絵 

・ペーパークラフト塗り絵 

・塗り絵絵本 

・落書き塗り絵（自由に絵を描く部分がある塗り絵） 

 

（ⅱ）博物館や自然公園施設などで扱われている動物関係

の塗り絵の調査 

 博物館や自然公園施設などで扱われている動物関係の塗り絵教

材の事例を、インターネットでは14件、施設では3件訪問して調

査した。 

塗り絵の塗り方を「自由な色で塗れるタイプ」と「色が指定さ

れているタイプ」でわけた割合を図 1 に示した。結果は全て「自

由な色で塗れるタイプ」で、色が指定された塗り絵はなかった。

次に、解説がついている塗り絵がどのくらいあるのかを図 2 に示

した。解説付きの塗り絵は 47％で、解説なしは 53％だった。こ

の解説付きの塗り絵でも短い解説のものが多く、全体として知識

を学習するというよりは色塗りを楽しむ塗り絵が多かった。また、

日本動物園水族館協会に加盟している動物園で、インターネット

上で塗り絵がダウンロードできる施設の割合を調べたところ、塗

り絵がダウンロードできる施設は91施設中、2施設のみだった（図

3）。 
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図－１ 塗り方タイプの割合 

 

 

図－２ 塗り絵の解説有り無しの割合 

 

図－３ 塗り絵がweb上で公開されている動物園 

 

 動物関係の塗り絵で、どのような学習テーマで扱われているの

かについて 3施設に質問した。その結果、自然公園施設 2施設で

は「公園に生息している生き物を知ってもらう」というテーマが

扱われていた。また、動物園の一例では特に学習のテーマを設け

ず、遊びとして楽しむために塗り絵を扱っていると説明された施

設もあった。 

一方、インターネットや出版物では、動物に関する知識を学ぶ

塗り絵教材があることがわかった。インターネット上で動物の塗

り絵がダウンロードできるサイトでは、動物の解説がサイトに書

かれているだけではなくその動物に関連した動画も視聴できるよ

うになっている事例があった２)。また、動物の塗り絵の出版物で

は、海洋生態学を学ぶ教科書で塗り絵が採用されている教材があ

った３)。 

（２）教材制作 

 本研究では、事前調査の結果を踏まえ、動物に関する学習要素

を含んだ教材としての塗り絵を作成した。塗り絵の持っている教

材としての優位性から特に「色にフォーカスできること」と「複

雑な形や細かい部分に注目できること」という 2 点に着目した。

塗る色を指定して動物の体色を学べるようにし、また、指定され

た塗り方の順にそって塗ることで動物の形態を学ぶ塗り絵教材を

制作した。 

 塗り絵は、「危険生物シリーズ」と「どっちがどっち？シリーズ」

の 2 種類を制作した。制作した塗り絵は全て文末に資料としてま

とめて掲載した。 

（ⅰ）危険生物シリーズ 

「危険生物シリーズ」では、色にフォーカスできる特性を用い

て子どもが危険生物を色で見分けることのできる塗り絵教材を 2

種類制作した。1 つは、オオスズメバチを題材にパズル塗り絵と

して制作した（文末資料参照）。このパズル塗り絵では色が指定さ

れており、指示通りに塗っていくと、オオスズメバチが浮かび上

がってくるという仕掛けになっている。また、パズルピースの中

にはオオスズメバチの種名が隠されており、下の解説で空欄にな

っている部分に種名を自分で書き込むことで、解説が完成する。  

 2 つ目は、3 種類のヘビの模様を題材にした塗り絵を制作した

（図4）。ヘビは、アオダイショウ、ニホンマムシ、ヤマカガシの

3 種類で、実際の写真を見ながら塗るタイプの塗り絵とした。ヘ

ビを上から見たときの模様と、ヘビの頭も塗れるようになってお

り、その横にはそれぞれのヘビの特徴が簡単に解説されている。 

 

図－４ ヘビの模様を題材とした塗り絵 

 

（ⅱ）どっちがどっち？シリーズ 

 「どっちがどっち？シリーズ」では、「複雑な形や細かな部分に

注目できる特性」を用いて、高学年から大人が近似種や見分けの

つきにくい生き物について説明を読みながら学ぶ塗り絵を 3 種類

制作した。1 つは、ニホンヤモリとアカハライモリを題材に、爬

虫類と両生類を見分けて学ぶ教材とした（文末資料参照）。塗り方

と解説が書かれた別紙には、見分けるポイントが項目ごとに分か
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れており、塗る順番も決められている。2 つ目は、ホンドタヌキ

とアライグマを題材に、在来種と外来種を学ぶ教材とした（図4、

図 5）。3 つ目は、ミナミメダカとカダヤシを題材にし、同様に在

来種と外来種を見分ける教材とした（文末資料参照）。 

 

図－５ タヌキとアライグマを題材とした塗り絵 

 

図－６ タヌキとアライグマを題材とした塗り絵（塗り方） 

 

（３）試行の結果 

「危険生物シリーズ」の2種類を使い、4歳から11歳の児童を

対象に試行を行った。また、塗り絵終了後、参加者には簡単な理

解度チェックを行った。スズメバチは、塗った生き物の種名と特

徴が理解できているかのクイズを出し、ヘビの模様では、3 種類

を見分けることができるのかテストした。また、塗り絵教材を塗

り始めてから終わるまでの時間も計測した。 

オオスズメバチの塗り絵では、4 歳の参加者でも枠からはみ出

すことなく塗ることができ、最後の解説も種名を書いて完成させ

ることができた。かかった時間は平均26分であった。また、4歳

から11歳は15分が経過したあたりで集中力が切れはじめる児童

もいた。理解度チェックでは、6 歳の参加者でも種名や特徴を明

確に答えられていた。9 歳の児童が描いたスズメバチの塗り絵で

は指示通りに色が塗られ、色をはみ出すことなく丁寧に塗られて

いることが分かる（図7）。 

ヘビの模様塗り絵では、7 歳の参加者でも指示通りに絵を完成

させることができた。時間は平均で28分かかり、スズメバチより

も少し長くかかった。理解度チェックでは、7 歳から種名や特徴

が答えられていた。8 歳の児童が描いたヘビの塗り絵は、うろこ

や色のグラデーションなどを自ら書き足しており、見本である実

物の写真をよく観察していることがわかった（図8）。 

 

 
図－７ ９歳の男の子が描いた塗り絵 

  

図－８ ８歳の男の子が描いた塗り絵 

 

（４）教育普及の専門家のインタビュー結果 

 検証後に桂川ウェルネスセンターの教育担当職員を対象とした

インタビュー内容を以下にまとめた。 

〇良い点 

・細かい部分を塗ることで生物の特徴を意識できる。 

・生き物の体色を正確に塗ることができる。 

・見本を観察し、参加者自らの発見をうながすことができる。 

〇改善点等 

・子どもと大人のセット教材があれば、それぞれの立場で理解が

できる。 

・解説を文章で表すよりも、絵で表現できると子どもはよりわか

りやすい。 

まとめ 

 危険生物シリーズでは、2 種類とも小学生からおおむね利用で

きると考えられる。しかし、それぞれ20分以上作業に時間がかか

るので、時間短縮できる工夫がさらに必要かもしれない。どっち
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がどっち？シリーズでは、学生や大人が楽しみながら学ぶことが

できるが、塗り方と解説の説明文が長いため、もっとシンプルに

分かりやすくする必要がある。 

 今回の試行を踏まえ、塗り絵教材は環境学習の現場で様々な展開

ができる可能性があることが示唆された。現在、動物園では塗り絵

教材をインターネットで配信している施設は極めて少なかったが、

動物園、自然公園、博物館等に関連して作成した塗り絵教材をイン

ターネット上で公開すれば、コストをかけずに教材を利用者に提供

できる。塗り絵は、学校団体等が公園や施設を訪れる際の事前・事

後学習に利用できると考えられる。例えば、小学生などの団体が自

然公園で遠足やキャンプなどの野外プログラムを行う際に、事前学

習として、危険生物を理解するために塗り絵教材を利用するなどの

活用が考えられる。また、施設内に置かれている動物の標本や生体

展示と組み合わせた塗り絵のプログラムを行うことも可能であろ

う。さらに、自然公園や博物館では、それぞれの固有の学習テーマ

をもっており、それらに合わせた塗り絵教材の展開が可能である。

例えば、本学（帝京科学大学）のうまセンターを学習施設として考

えた場合、3種類の馬の外見の特徴を塗り絵にしたり、馬が草食動

物であることを解剖学的に塗り絵で学ぶことなどの活用が考えら

れる。塗り絵が持っている特性は、博物館や自然公園施設などの教

育の場において様々な活用が可能であり、有用性が高いと考えられ

る。 
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資料：成果物 

 

１．危険生物シリーズ 

1− 1.オオスズメバチを題材とした塗り絵教材 

1− 2.ヘビの模様を題材とした塗り絵教材 

 

２．どっちがどっち？シリーズ 

2− 1.ヤモリとイモリを題材とした塗り絵教材 

2− 2.タヌキとアライグマを題材とした塗り絵教材 

2− 3.メダカとカダヤシを題材とした塗り絵教材 
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